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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年12月16日(2010.12.16)

【公表番号】特表2010-508394(P2010-508394A)
【公表日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2009-534707(P2009-534707)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/672    (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/86     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/10    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  63/672   　　　　
   Ｄ０１Ｆ   6/86    ３０１Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月26日(2010.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　異なる２つの巻取速度で得られた繊維の特性を表４で報告している（ＡＳＴＭ　Ｄ２７
３１方法に準拠）。
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【表４】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．（ｉ）ポリトリメチレンエーテルエステル軟セグメントとポリエチレンエステル硬セ
グメントとに基づくポリエーテルエステルエラストマーと、（ｉｉ）アルカリ金属塩、ア
ルカリ土類金属塩およびそれらの混合物からなる群から選択された増核剤とを含むポリエ
ーテルエステルエラストマー組成物。
２．ポリエーテルエステルエラストマーの質量を基準にして約１０～約９０質量％のポリ
トリメチレンエーテルエステル軟セグメントと、約１０～約９０質量％のポリエチレンエ
ステル硬セグメントとを含む上記１に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
３．増核剤がポリエチレンエステル硬セグメントの質量を基準にして約０．００５～約２
質量％のレベルで存在する上記１に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
４．増核剤が、リチウム、ナトリウム、カリウムおよびカルシウムからなる群から選択さ
れた金属カチオンと、ホスフェート、スルフェートおよびカルボキシレートからなる群か
ら選択されたアニオンとを含む上記１に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物
。
５．増核剤が燐酸三ナトリウムおよび／または酢酸ナトリウムを含む上記４に記載のポリ
エーテルエステルエラストマー組成物。
６．ポリトリメチレンエーテルエステル軟セグメントがポリマーエーテルグリコールとジ
カルボン酸同等物とのエステル結合を経由した反応生成物であり、前記軟セグメントを生
成させるために用いられる前記ポリマーエーテルグリコールの少なくとも約５０質量％が
ポリトリメチレンエーテルグリコールである上記１に記載のポリエーテルエステルエラス
トマー組成物。
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７．軟セグメントを生成させるために用いられるポリマーエーテルグリコールの約９５～
１００質量％がポリトリメチレンエーテルグリコールである上記１に記載のポリエーテル
エステルエラストマー組成物。
８．ポリトリメチレンエーテルグリコールが、反復単位の少なくとも５０％がトリメチレ
ンエーテル単位であるオリゴマーおよび／またはポリマーエーテルグリコールである上記
６に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
９．ポリトリメチレンエーテルグリコールが、反復単位の約９９～１００％がトリメチレ
ンエーテル単位であるオリゴマーおよび／またはポリマーエーテルグリコールである上記
８に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
１０．ポリトリメチレンエーテルグリコールが、少なくとも５０モル％の１，３－プロパ
ンジオールを含むモノマーの酸触媒重縮合によって製造される上記６に記載のポリエーテ
ルエステルエラストマー。
１１．１，３－プロパンジオールが、再生可能な生物源を用いる発酵法から誘導される上
記１０に記載のポリエーテルエステルエラストマー。
１２．ポリトリメチレンエーテルグリコールが約２５０～約５０００の数平均分子量を有
する上記６に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
１３．ポリエチレンエステル硬セグメントが、ジオールとジカルボン酸同等物とのエステ
ル結合を経由した反応生成物であり、前記硬セグメントを生成させるために用いられる前
記ジオールの約５０モル％超がエチレングリコールである上記１に記載のポリエーテルエ
ステルエラストマー組成物。
１４．ジカルボン酸同等物が、テレフタル酸、ジメチルテレフタレートおよびそれらの混
合物からなる群から選択される上記１に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物
。
１５．少なくとも約０．６ｄｌ／ｇから約２．４ｄｌ／ｇまでの固有粘度を有する上記１
に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
１６．増核剤の存在下で
　（ａ）少なくとも約５０質量％のポリトリメチレンエーテルグリコールを含むポリマー
エーテルグリコール成分、
　（ｂ）少なくとも５０モル％のエチレングリコールを含むジオール成分および
　（ｃ）ジカルボン酸同等物
を供給し、反応させる工程によって製造される上記１に記載のポリエーテルエステルエラ
ストマー組成物。
１７．（ａ）（ｉ）少なくとも約５０質量％のポリトリメチレンエーテルグリコールを含
むポリマーエーテルグリコール成分、
　　　（ｉｉ）テレフタル酸および／またはジメチルテレフタレート、
　　　（ｉｉｉ）少なくとも約７５モル％のエチレングリコールを含むモル過剰のジオー
ル成分および
　　　（ｉｖ）増核剤
を、約１５０℃～約２５０℃の範囲内の温度で触媒の存在下で加熱しつつ水またはメタノ
ール副生物を除去し、前縮合生成物を生成させる工程および
　（ｂ）約２２０℃～約２９０℃の範囲内の温度で真空下で前記前縮合生成物を重合させ
つつ過剰のジオール成分を除去し、ポリトリメチレンエーテルテレフタレート軟セグメン
トおよびポリエチレンテレフタレート硬セグメントを有するポリエーテルエステルを生成
させる工程
によって製造される上記１６に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物。
１８．（ａ）（ｉ）少なくとも約５０質量％のポリトリメチレンエーテルグリコールを含
むポリマーエーテルグリコール成分、
　　　（ｉｉ）テレフタル酸および／またはジメチルテレフタレートおよび
　　　（ｉｉｉ）少なくとも約７５モル％のエチレングリコールを含むモル過剰のジオー
ル成分
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を約１５０℃～約２５０℃の範囲内の温度で触媒の存在下で加熱しつつ水および／または
メタノール副生物を除去し、前縮合生成物を生成させる工程、
　（ｂ）前記前縮合生成物に増核剤を添加する工程および
　（ｃ）約２２０℃～約２９０℃の範囲内の温度で真空下で前記前縮合生成物を重合させ
つつ過剰のジオールを除去し、ポリトリメチレンエーテルテレフタレート軟セグメントお
よびポリエチレンテレフタレート硬セグメントを有するポリエーテルエステルを生成させ
る工程
によって製造される上記１６に記載のポリエーテルエステルエラストマー。
１９．上記１に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物から製造された繊維。
２０．上記１に記載のポリエーテルエラストマー組成物から製造される軟質フィルム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）ポリトリメチレンエーテルエステル軟セグメントとポリエチレンエステル硬セグ
メントとに基づくポリエーテルエステルエラストマーと、（ｉｉ）アルカリ金属塩、アル
カリ土類金属塩およびそれらの混合物からなる群から選択された増核剤とを含むポリエー
テルエステルエラストマー組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリエーテルエステルエラストマー組成物から製造された繊維。
【請求項３】
　請求項１に記載のポリエーテルエラストマー組成物から製造される軟質フィルム。
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